◇◆　南あわじ市市民憲章解説　◆◇
　１．市民憲章作成に当たっての基本的な考え方

　　次のことを基本として検討を行いました。

　　①平成１７年１月１１日、旧三原郡４町が合併し、新市「南あわじ市」が誕生。５周年を機に、市民憲章を制定することにより、市民の意識が今以上に、旧町の垣根を越え、友愛の和がひとつとなって、さらに大きく広がることをめざすものとする。
　　②誰もが住みよく、明日（将来）に夢と希望を持てるようなまちにしていくための、市民みんなの判断と行動規範となるものとする。

　　③市民一人ひとりが地域社会の一員として、その果たすべき責任が自覚でき、日常生活の目標（指針）となるものとする。
　　④南あわじ市の特徴と、独自性を表現するものとする。

⑤少なくとも１世紀の時代の流れでは変わらない普遍性を持ち、子どもをはじめ多くの人々に理解される内容とする。（文章表現としては、中学生がしっかりと朗読、理解できる程度のものとする。）
　　⑥朗読したときに響きがよく、暗唱や唱和もしやすく、元気がわいてくるものにする。
  ２．市民憲章

	　
　  南あわじ市市民憲章

　（前文）

　　　南あわじ市は、もとの三原郡域を引きつぎ、野の幸、山の幸、海の幸に恵ま   

    れています。また、国生み神話に彩られた歴史をもち、薫り高い伝統文化がは
ぐくまれてきました。わたくしたち市民は、花と緑と青い海、きれいな空気を
大切にし、夢と希望の実現に向かって努めることを誓い、この憲章を定めます。
　（本文）
　　・ 人と郷土を愛し、未来を見つめて力強く生きる若い世代を育てます。

· 周りの人を思いやり、お互いを認め合って、共に生きてゆく喜びをめざし
ます。

　　・ 恵まれた豊かな自然を生かし、美しい景観や環境をまもります。
　　・ 歴史遺産や伝統文化を大切にし、誇りをもって次の世代に伝えていきます。

　　・ 仕事に夢と情熱をもち、創意工夫して産業の新しい発展につとめます。


　３．文案の解説

　　（１）前文

　　　　① 南あわじ市は、もとの三原郡域を引きつぎ、
　　　　　旧三原郡の４つの町が合併し、誕生した南あわじ市。様々な障害を乗り越えながら、合併にこぎつけることができた背景には、これまでの歴史と、よく似かよった文化や慣習、また互いの地域性を理解し、共に課題を解決してきた三原郡という良好なコミュニティがあったからで、誇れる史実として書きとめました。
　　　　　また、「三原（御原）」という古事記、日本書紀にも登場する由緒ある地名が、合併することで消えることなく、末永く大きな存在として市民の意識に留められるように表現しています。
　　　　② 野の幸、山の幸、海の幸に恵まれています。
　　　　　南あわじ市が他地域に誇れること。それは、まず立地条件であり、豊穣の郷、三原平野で育てられた幸、淡路島最大の諭鶴羽山系が育んでくれる水や山の幸、さらに太平洋を望む紀伊水道から鳴門海峡を渡り、播磨灘へと通じる恵まれた豊かな海がもたらしてくれる幸であります。私たち市民が再認識するとともに、他へ発信できる誇れる資源として明記しています。
　　　　③ また、国生み神話に彩られた歴史をもち、薫り高い伝統文化がはぐくまれてきました。
　　　　　次に南あわじ市が誇れるのは、ロマンを感じさせる国生み神話を始めとする歴史。そして、先人がたゆまぬ努力と長いときをかけて築き、引き継がれてきた淡路人形浄瑠璃を代表とする様々な伝統文化であります。先人を敬うとともに、歴史や文化を大切にし、しっかりと次世代へ引き継ぐべきものとしています。
④ わたくしたち市民は、花と緑と青い海、きれいな空気を大切にし、
　　　　　私たちは、すばらしい自然や景観を大切にし、環境を守り、将来に残していく責務があることを明記しています。
⑤ 夢と希望の実現に向かって努めることを誓い、この憲章を定めます。
　　　　　結びは、私たち市民みんなが、前向きに夢と希望あるまちづくりに努めるという意気込みを誓う表現としています。
　　（２）本文
　　　　・文章は、短いながらも具体的な表現になるよう努めました。
（かっこ内は、文章よりイメージされるテーマ的な例です。）
　　　　 ・ 人と郷土を愛し、未来を見つめて力強く生きる若い世代を育てます。

　　　　　　　    豊かな心を持ち、今さえ良ければではなく、目標をしっかり持った、強く生きていける次世代を育てる決意を込めています。
（人づくり、教育）
　　　　 ・ 周りの人を思いやり、お互いを認め合って、共に生きてゆく喜びをめざします。

　　　　　　　すべての人が助け合い、共に生きることの大切さを表しています。
　　　　　　　　　（共生、人権）
　　　　 ・ 恵まれた豊かな自然を生かし、美しい景観や環境をまもります。

　　　　　　　恵まれた自然を認識し、末永く保持していく決意を込めています。

　　　　　　　　　（自然保護、景観保全）
　　　　 ・ 歴史遺産や伝統文化を大切にし、誇りをもって次の世代に伝えていきます。

　　　　　　　先人を敬い、文化を大切にする気持ちを表しています。
　　　　　　　　　（歴史、伝統文化）
　　　　 ・ 仕事に夢と情熱をもち、創意工夫して産業の新しい発展につとめます。
　　　　　　　　勤労の喜びと活力あるまちづくりへの意気込み、産業の新しい発展の挑戦を表しています。
（勤労、産業振興）
　　 （３）その他

　　　　・本文の各文は、順番をつけないため番号を入れず、文頭に中黒点「・」を配し、読み方は「ひとつ」と読みます。
